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われわれは前稿(注3)において 『安心決定鈔』を 『浄土三経往生文類』や 『愚










詞の分析によって文末が 「知るべ し」で終わる 「応知文」を初め、「何々に

























ち第2対 の 「応知文」で分断される。したがって 「応知文」が示す親鸞の自
釈の文脈に従えば、下末巻の分巻はむしろごく自然であるといえる。また 『愚







































































一節 「不得外現賢善精進之相内懐虚仮」か ら単純 に類推 して、「賢者信は
……を装っている。愚禿心は……を装っている。」と外現内懐の関係 とする。
たしかに内外関係はこのように読める。しかし石田は賢者信を賢者と、愚禿






























その 「真文」の 「世」の字の脱字は、『歎異抄』の後序にいう 「ひとへに































それは下巻の 「∴六決定者 巳上次の如 し、知 るべ し」の形であり、「第六
依此経深信」を除く 「七深信」に見られる 「決定」の語を指すのみで、われ
われの 「応知文」の対象から除いたが、他は上巻 厂二教対」末尾の 「・巳上
四十二対 教法に就いて知るべ し」と 「二機対」末尾の 「・巳上十入対 二
機に就いて知るべ し」の二つであ り、それは 「∴真実浄信心は ・内因ナリ∴
摂取不捨は ・外縁ナリ云々」の 『愚禿鈔』の結論部分にあたる五行を挟む形










こには 「本願一乗海は頓極頓速円融円満之教也 知るべ し」と 「浄土の要門
は定散二善方便仮門三福九品之教也 知るべ しと」 との一対の 「応知文」が
あるが、厂二機対」の下の割 り書 きには 「一乗円満の機は 他力なり」と 「漸
頓廻向の機は 自力な り」とあるだけで、一対の 「応知文」はなく、「他力
な り」 と 「自力なり」とは一段 と小さな字である。先にわれわれが見逃 した
これらの表記の意味は、われわれの解読にとって重要な手がかりになる。
『愚禿鈔』の大方は四行題詞を初め、上下巻を通 して箇条書きにされ、三
種類の朱点記号(∴ …)に よって、大 ・中 ・小区分が印されて、箇条書が
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体系的に図式化 され、独 自な論理的構成を道案内する。また 「応知文」と 「就
有文」は 「『愚禿鈔』の死生観の教育哲学的研究」に述べたように、その道
標に加えられ、『愚禿鈔』の明快な理解を助ける。










ない。第二 ・三 ・五 ・六対は比較的分か りやすいが、第四対が下巻末の 「応
知文」 と上巻の教相判釈の続きの 「応知文」 との組合せになるだけに、先ず




















種往生の事」に対 して先ず 『教行信証』の標挙文に新 しく三往生を付け足す。
すなわち証巻に 「必至滅度之願 難思議往生」そして化巻に右傍に 「無量寿
仏観経之意」と朱書された 「至心発願之願」の下に、「邪定聚機 雙樹林下
往生」と割 り書きし、その次の行に 「阿弥陀経之意也」 と右傍に朱書された
「至心回向之願」の下に、「不定聚機 難思往生」と書 く(注20)が、その趣旨を
明確にしたのが、それに続 く 『浄土三経往生文類』(略本)で あり、これは表
紙裏に 「横曽根報恩寺」の墨印があ り、性信への授与が示唆される。
そこには大経の難思議往生、観経の雙樹林下往生、そして小経の難思往生























即ノ時必定二入ル 又必定ノ菩薩 ト名ヅクル也(注23)他力金剛心也知るべ し」









1.「応知文」の構成 によって 「他力金剛心也知るべ し」のところで分節で
きる。





5.「自力金剛心也知ルベシ」は割書に対 して 「他力金剛心也知るべ し」が
重要である。
6.善導 『礼讃』の 「前念に命終 して後念に即ち彼の国に生て」(信巻末の真
仏弟子釈)の 「前念命終」と 「後念即生」が分割 さるが、「前念」と 「後
念」は一体になる。
7.「内因」と 「外縁」の内外 も因縁 として一体となる。
石田はこの一節を訳すとき、『真宗聖教全書』に依るために、三つの引用

































リ」を別にするが、善導の 『往生礼讃』に云う 「前念命終後念即生」は 「相









したがって 「真実浄信心」と 「摂取不捨」との内外因縁と 「本願信受」と 「即
得往生」 との相応一念が 「他力金剛心」の構図であり、それが図式的表示に
よってこの一節の前後にある二教対 と二機対 とを媒介する。
二教対四十二対に 「教法に就いて知るべ し」 とあり、二機対十八対に 「二
機に就いて知るべ し」 とあるが、他の 「応知文」 とは異なり、訓点がないの






























品であ り、主著 『選択本願念仏集』を約めた 「一枚起請文」(注25)は源智 に
よって口述筆記された華文であ り、添え状が語るように法然 自筆の花押 は
27
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「下生」(注26)と読 ませるばかりでなく、その書 き様はそのまま 厂一枚起請文」
の遺訓を実践的に表現する師資相承である。














































































































が分か りやすい。それは資料2の 形式では不十分である。また巻子本の特性 を
生かして、上巻と下末巻は倒置すれば両者が入れ替わって、第四対の関係が捉
え易 くなる。
注20.坂東本の三往生の標挙文は明らかに最終稿に書き加えられたものである。
注21.『愚禿鈔』は教相判釈 と安心領解の書とされるが、その本質は連詩的な起承転
結の 「応知文」の体系であ り、四行題詞に示されるように賢者の信を聞いて愚
禿心を顕すという他力金剛心の独自な構図にある。確かに 「応知文」は親鸞の
自釈であるが、それは 『愚禿鈔』に位置付けられることによって特別な意味を
帯びる。
注22.親鸞の漢字にはワープロの第二水準にもないものが少な くないが、意味に支障
のないかぎり、類似の漢字を用いる。
注23.三つの引文は二河譬の 「汝の言は行者也これ則ち必定の菩薩と名く龍樹大士十
住毘婆沙論に即時入必定と曰く曇鸞菩薩の論に入正定聚之数と日へり」からの
引用であり、これからも倒置法を証明することが出来る。
注24.「法然一蓮生の勅撰釈教歌 と仏教教育」参照。
注25.「法然と源智の対話的師資相承における死生観の教育哲学的研究」参照。
注26.「法然と源智の対話的師資相承における死生観の教育哲学的研究」のp.195の
図3の 花押参照。なお、これについての詳論は稿を改めたい。
注27.P.468上1
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